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町
選
挙
管
理
委
員
会
と
五
霞
中
学

校
が
連
携
し
て
、「
選
挙
啓
発
講
義
」

と
「
生
徒
会
役
員
選
挙
（
投
票
体

験
）
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
近
い
将

来
選
挙
権
を
得
る
こ
と
に
な
る
生
徒

た
ち
に
、
選
挙
の
仕
組
み
や
投
票
手

順
、
１
票
を
投
じ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
伝
え
ま
し
た
。

自
分
の
意
見
を
政
治
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、18
歳
に
な
っ
た
ら
、必
ず
、

選
挙
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

【
選
挙
啓
発
講
義
】

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
の
書

記
が
、
各
学
年
の
生
徒
に
対
し
、
選

挙
権
が
な
い
年
齢
の
う
ち
か
ら
、
選

挙
の
知
識
、
関
心
を
深
め
、
投
票
意

欲
の
向
上
を
目
指
し
、
選
挙
に
つ
い

て
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

【
生
徒
会
役
員
選
挙（
投
票
体
験
）】

　
来
年
度
の
生
徒
会
役
員
を
決
め
る

た
め
、
全
校
生
徒
が
、
町
で
使
用
す

る
本
物
の
選
挙
機
材
（
投
票
記
載

台
、
投
票
箱
等
）
を
使
用
し
、
実
際

の
選
挙
制
度
に
準
じ
た
投
票
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

が
投
票
管
理
者
及
び
投
票
立
会
人
を

務
め
た
こ
と
で
、
緊
張
感
の
あ
る
空

間
で
、
本
番
さ
な
が
ら
の
投
票
と
な

り
ま
し
た
。

〈
投
票
用
紙
の
交
付
〉

　
投
票
用
紙
自
動
交
付
機
を
使
用

し
、
生
徒
に
投
票
用
紙
を
交
付
し
ま

し
た
。

  〈
投
票
箱
へ
の
投
函
〉

　
記
載
台
で
記
入
後
、
投
票
用
紙
を

投
票
箱
へ
投
函
し
ま
し
た
。

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
主
催
の
明

る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て
、
五
霞
西
小
学
校
３
年

生
の
長
島
龍り

紅く

輝き

さ
ん
が
茨
城
県
で

入
選
さ
れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

鈴
木
一
正
氏
が
選
挙
管
理
委

員
と
し
て
総
務
大
臣
感
謝
状

を
受
賞
し
ま
し
た

　
昨
年
は
、
選
挙
制
度
１
３
０
周
年

の
記
念
の
年
で
、
多
年
民
主
政
治
の

確
立
の
た
め
、
選
挙
の
啓
発
運
動
に

尽
力
し
た
方
々
に
対
し
、
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
の
鈴
木
一
正
氏
が
、
総
務
大

臣
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
氏
は
、
平
成
17
年
か
ら
選
挙

管
理
委
員
を
務
め
、
平
成
21
年
か
ら

は
委
員
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

12
月
16
日
、
五
霞
中
学
校
で

選
挙
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た

講義を熱心に聞く生徒たち

緊張の面持ちで用紙を受け取る生徒本番さながらに投票する生徒


